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今
冬
は
、
近
年
に
な
い
大
雪
に

見
舞
わ
れ
除
雪
や
屋
根
雪
降
ろ

し
に
大
変
な
労
力
を
費
や
し
ま

し
た
。
待
ち
わ
び
た
春
の
訪
れ
と

共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
順
次
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
供
給
量
に
不

確
定
要
素
が
多
く
、
全
体
量
確

保
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
基
本
的
な
感

染
対
策
の
徹
底
を
お
互
い
実
行

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
年
以
上
に
も
及
ぶ
不
自
由

な
生
活
か
ら
一
刻
も
早
く
脱
却

し
、
普
通
の
生
活
に
戻
れ
た
時
を

思
う
こ
と
で
、
日
々
の
就
労
の
活

力
と
し
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｍ
記
）

編
　集
　後
　記

　
四
月
分
　
五
月
二
十
日
（
木
）

　
五
月
分
　
六
月
十
八
日
（
金
）

　
六
月
分
　
七
月
二
十
日
（
火
）

　
七
月
分
　
八
月
二
十
日
（
金
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
野
の
花
の
ひ
と
つ
、

「
レ
ン
ゲ
」。
レ
ン
ゲ
は
農
耕
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
花
で
す
。
レ
ン
ゲ
の
根
に
は
根
粒
バ
ク
テ
リ
ア

が
共
生
し
て
、
空
中
の
窒
素
を
固
定
し
て
た
く
わ
え
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
畑
地
の
地
力
増
進
や
養
蜂
の
蜜
源
と
し

て
、
あ
る
い
は
農
村
の
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、

レ
ン
ゲ
畑
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
撮
影
　
広
報
班
　
水
口
　
聡
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
　

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
（
昇
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
依
子

事
務
局
紹
介

　
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

　井
波
地
域

　
　
嶋
田
　
守
雄
　
　
傍
田
　
一
秀

　
福
野
地
域

　
　
藤
田
　
昭
美
　
　
松
本
　
和
美

　
　
伊
藤
　
博
子

　
福
光
地
域
　

　
　
松
村
　
ひ
さ
　
　
木
下
三
枝
子

　
　
北
島
忠
治
郎
　
　
高
野
　
時
子

　
　
加
藤
　
正
二
　
　
斉
藤
　
雅
則

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

レンゲの地力増進 表
紙
の
写
真

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子 

　
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト

　
　
事
業
運
営
員

　
川
森
　
正
弘
　

　
荒
木
　
修
治

　
渋
谷
　
智
貴

　
池
村
　
幸
市（
新
任
）

　
西
村
　
光
雄（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の

確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　
職
》

　
運
営
員
　
　
　
山
本
　
重
夫
　

　
運
営
員
　
　
　
塚
八
　
栄
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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《
シ
ル
バ
ー
の
日
》

Ｑ
：
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
狙
い
と

目
的
は
何
か
。
実
施
場
所
が
固
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
実
施
場

所
等
取
り
決
め
は
誰
が
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と
は
、
一

般
市
民
に
向
け
毎
年
十
月
を
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
普
及
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
啓
発
が
狙

い
で
す
。
こ
れ
を
シ
ル
バ
ー
会
員
が

主
体
と
な
り
実
施
す
る
こ
と
が
最
大

の
目
的
で
す
。
実
施
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
班
長
が
決
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

《
Ｐ
Ｒ
活
動
等
》

Ｑ
：
事
務
所
内
に
若
い
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
。
高
齢
者
集
団
で
は
発
想
力
に

欠
け
る
。
公
務
員
的
な
考
え
方
で
は

な
く
、
民
間
企
業
的
な
人
材
が
必

要
。
地
区
の
方
に
声
を
掛
け
た
い
が

誰
が
会
員
か
わ
か
ら
な
い
の
で
名
簿

が
ほ
し
い
。
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
の

会
合
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
募
集
に

関
す
る
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ａ
：
名
簿
は
個
人
情
報
と
な
り
ま
す

の
で
、
班
長
に
の
み
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
等
必
要
な
場
合

は
事
務
局
へ
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
事

務
所
内
に
は
、
若
い
職
員
も
お
り
ま

す
。
職
員
一
同
柔
軟
な
発
想
を
心
掛

け
ま
す
。
貴
重
な
申
し
出
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
》

Ｑ
：
南
砺
市
内
で
ゴ
ミ
焼
却
等
が
難

し
く
な
る
中
、
家
庭
内
で
出
る
屋
敷

林
や
剪
定
し
た
枝
葉
を
有
料
で
会
員

が
家
庭
を
回
り
回
収
し
「
シ
ル
バ
ー

土
壌
改
良
材
」
を
作
り
、
販
売
す
れ

ば
収
益
の
増
加
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
軽
ト
ラ
売
り
分
も
袋
詰

め
同
様
に
ふ
る
い
掛
け
を
す
れ
ば
販

売
促
進
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
現
在
、
シ
ル
バ
ー
チ
ッ
プ
場
に

持
ち
込
む
の
は
原
則
シ
ル
バ
ー
で
剪

定
等
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
枝
葉

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

処
理
能
力
や
人
員
体
制
の
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
品
質
向
上
は
常
に
念
頭

に
お
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
い

掛
け
販
売
も
含
め
て
協
議
・
検
討
い

た
し
ま
す
。

《
職
群
班
》

Ｑ
：
植
木
班
班
長
を
し
て
い
る
が
、

会
員
の
減
少
が
心
配
だ
。
他
の
地
区

の
植
木
班
の
方
々
と
仕
事
の
こ
な
し

方
や
進
め
方
、
考
え
方
等
を
聞
き
た

く
剪
定
班
長
の
交
流
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
：
担
当
委
員
会
に
繋
げ
ま
す
。

《
新
規
事
業
》

Ｑ
：
空
き
家
整
理
・
生
前
整
理
等
で

ま
だ
使
え
る
物
が
出
た
場
合
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
の

活
用
も
期
待
で
き
る
「
シ
ル
バ
ー
カ

フ
ェ
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
新
規
事
業
の
希
望
と
し
て
担
当

委
員
会
に
繋
げ
ま
す
。

《
講
習
会
》

Ｑ
：
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む

中
、
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
場
合
に

備
え
て
、
男
の
料
理
教
室
を
し
て
ほ

し
い
。
　

Ａ
：
シ
ル
バ
ー
で
は
、
就
業
に
結
び

付
く
よ
う
な
研
修
会
や
講
習
会
を
検

討
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
担
当
委
員

会
に
繋
げ
ま
す
。

《
就

　業
》

Ｑ
：
新
規
会
員
募
集
し
て
お
ら
れ
る

わ
り
に
は
仕
事
の
紹
介
が
な
い
。
選

べ
る
仕
事
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
事
務
局
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
に

就
業
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
新
規
就
業
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
：
一
月
の
豪
雪
時
の
除
雪
作
業

は
、
道
路
状
況
が
わ
か
ら
な
い
早
朝

の
出
動
で
大
変
だ
っ
た
。
急
な
大
雪

の
時
の
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
今
回
の
よ
う
な
状
況
も
想
定

し
、
発
注
先
に
確
認
を
し
ま
す
。

《
安

　全
》

Ｑ
：
安
全
に
つ
い
て
、
就
業
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
れ
ば
仕
事

の
流
れ
が
わ
か
り
、
作
業
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
。
草
刈
に
は
コ
ツ
が
あ
っ

た
り
、
剪
定
・
雪
吊
り
は
無
理
を
し

な
い
等
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験
を
共
有

す
る
こ
と
も
大
切
。
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
な
作
業
の
仕
方
も
あ
る
の
で

参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
担
当
委
員
会
に
お
い
て
、
安
全

対
策
の
参
考
に
し
ま
す
。

《
そ
の
他
の
ご
意
見
》

意
見
：
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
と

て
も
楽
し
く
働
か
せ
て
頂
き
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
と
し

て
過
ご
し
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済

活
動
や
労
働
環
境
へ
の
影
響
が
続
い

て
お
り
、
回
復
は
依
然
と
し
て
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

雇
用
面
で
は
本
年
四
月
か
ら
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、

事
業
主
に
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会

確
保
の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
制

度
化
に
続
き
、
今
回
の
法
改
正
は
シ

ル
バ
ー
の
会
員
確
保
に
少
な
か
ら
ず

影
響
の
及
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
働
き
方
改
革
の
推
進
や
生
活
様

式
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
に
地
域
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
と
地

域
社
会
の
期
待
は
一
層
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
そ
れ
ら
に
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
セ
ン

タ
ー
の
将
来
を
見
据
え
、
持
続
可
能

な
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

重
要
な
年
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
視

点
も
加
え
な
が
ら
、
直
面
す
る
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
一
に
、
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
掲
げ
、
シ
ル

バ
ー
の
強
み
を
前
面
に
押
し
出
し
た

Ｐ
Ｒ
の
強
化
と
多
様
な
入
会
機
会
を

設
定
し
、「
入
っ
て
み
た
い
シ
ル

バ
ー
」
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
就

業
が
困
難
で
も
会
員
と
し
て
活
動
に

参
加
で
き
る
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を

新
設
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

り
、「
入
っ
て
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
」
を

目
指
し
ま
す
。
未
就
業
会
員
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
対
応
や
、
会
員
の

要
望
も
取
り
入
れ
た
新
た
な
事
業
の

開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
高
齢
化
対
策
、

空
き
家
対
策
な
ど
、
国
や
市
の
施
策

に
対
応
し
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
安
全
・
適
正
就
業
対
策

の
推
進
を
図
り
、
会
員
の
安
全
並
び

に
発
注
者
の
安
心
と
信
頼
が
高
ま
る

よ
う
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
重
点
施
策
も
含
め
、

第
二
次
中
長
期
計
画
「
前
期
年
度
計

画
」
及
び
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
面
と
運
営
面
の

両
面
か
ら
着
実
に
成
果
が
上
が
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
　
会
員
の
拡
大

　
セ
ン
タ
ー
の
存
在
や
意
義
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
媒
体
と
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
、
会
員
・

役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
会
員
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。
　

　
二
　
就
業
機
会
の
拡
大
　

　
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
会
員
の
希
望
と
能
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
就
業
の
開
拓
と
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
三
　
就
業
能
力
の
向
上

　
受
注
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め

の
講
習
会
を
行
う
と
と
も
に
、
接
遇

研
修
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
会
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
四
　
安
全
就
業
対
策
の
推
進

　
安
全
対
策
の
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
就
業
中
や
就
業
途
上
に
お
け

る
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
五
　
適
正
就
業
対
策
の
推
進

　
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
に
基

づ
く
適
正
な
就
業
形
態
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
令
遵
守
（
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）、
公
益
性
・
公

平
性
に
よ
る
適
正
就
業
の
周
知
徹
底

を
図
り
ま
す
。

　
六
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と
組

　
　
　
織
の
活
性
化

　
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

組
織
の
帰
属
意
識
が
高
ま
る
よ
う
、

組
織
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
七
　
指
定
管
理
受
託
施
設
の
適
正

管
理

　
八
　
効
率
的
な
組
織
運
営
と
財
政
基

盤
の
安
定
化

　
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
効
率
的
な
組
織
運

営
と
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま

す
。 

　
九
　
事
務
局
体
制
の
整
備
・
充
実

　
発
注
者
や
会
員
の
満
足
度
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
的
確

に
業
務
を
遂
行
し
、
信
頼
と
安
心
で

き
る
事
務
局
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

事
業
計
画

令
和
三
年
度

Ⅰ
　
基
本
方
針

Ⅱ
　
重
点
施
策

令
和
三
年
度
収
支
予
算
（
抜
粋
）

令
和
三
年
度
収
支
予
算
（
抜
粋
）

【収入の部】 （単位：千円）

受託事業収益 296,100 298,631 △ 2,531
労働者派遣事業等受託収益 7,100 7,100 0
職業紹介事業受託収益 30 30 0
介護予防・日常生活支援総合事業収益 160 40 120
受取会費 2,811 2,754 57
受取補助金 36,658 36,658 0
受取負担金 600 665 △ 65
特定資産運用益 20 20 0
雑収益 121 153 △ 32
経常収益計 343,600 346,051 △ 2,451

科　　目 予 算 額 前年度予算額 増　　減

【支出の部】 （単位：千円）

事業費 335,043 334,951 92
管理費 9,557 11,100 △ 1,543
経常費用計 344,600 346,051 △ 1,451

科　　目 予 算 額 前年度予算額 増　　減

　昨
年
度
に
会
員
の
皆
様
よ
り
書
面

で
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ル
バ
ー
事
業

や
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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《
シ
ル
バ
ー
の
日
》

Ｑ
：
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
狙
い
と

目
的
は
何
か
。
実
施
場
所
が
固
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
実
施
場

所
等
取
り
決
め
は
誰
が
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と
は
、
一

般
市
民
に
向
け
毎
年
十
月
を
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
・
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の
普
及
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
啓
発
が
狙

い
で
す
。
こ
れ
を
シ
ル
バ
ー
会
員
が

主
体
と
な
り
実
施
す
る
こ
と
が
最
大

の
目
的
で
す
。
実
施
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
班
長
が
決
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

《
Ｐ
Ｒ
活
動
等
》

Ｑ
：
事
務
所
内
に
若
い
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
。
高
齢
者
集
団
で
は
発
想
力
に

欠
け
る
。
公
務
員
的
な
考
え
方
で
は

な
く
、
民
間
企
業
的
な
人
材
が
必

要
。
地
区
の
方
に
声
を
掛
け
た
い
が

誰
が
会
員
か
わ
か
ら
な
い
の
で
名
簿

が
ほ
し
い
。
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
の

会
合
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
募
集
に

関
す
る
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ａ
：
名
簿
は
個
人
情
報
と
な
り
ま
す

の
で
、
班
長
に
の
み
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
等
必
要
な
場
合

は
事
務
局
へ
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
事

務
所
内
に
は
、
若
い
職
員
も
お
り
ま

す
。
職
員
一
同
柔
軟
な
発
想
を
心
掛

け
ま
す
。
貴
重
な
申
し
出
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
剪
定
等
枝
葉
堆
肥
化
事
業
》

Ｑ
：
南
砺
市
内
で
ゴ
ミ
焼
却
等
が
難

し
く
な
る
中
、
家
庭
内
で
出
る
屋
敷

林
や
剪
定
し
た
枝
葉
を
有
料
で
会
員

が
家
庭
を
回
り
回
収
し
「
シ
ル
バ
ー

土
壌
改
良
材
」
を
作
り
、
販
売
す
れ

ば
収
益
の
増
加
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
軽
ト
ラ
売
り
分
も
袋
詰

め
同
様
に
ふ
る
い
掛
け
を
す
れ
ば
販

売
促
進
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
現
在
、
シ
ル
バ
ー
チ
ッ
プ
場
に

持
ち
込
む
の
は
原
則
シ
ル
バ
ー
で
剪

定
等
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
枝
葉

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

処
理
能
力
や
人
員
体
制
の
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
品
質
向
上
は
常
に
念
頭

に
お
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
い

掛
け
販
売
も
含
め
て
協
議
・
検
討
い

た
し
ま
す
。

《
職
群
班
》

Ｑ
：
植
木
班
班
長
を
し
て
い
る
が
、

会
員
の
減
少
が
心
配
だ
。
他
の
地
区

の
植
木
班
の
方
々
と
仕
事
の
こ
な
し

方
や
進
め
方
、
考
え
方
等
を
聞
き
た

く
剪
定
班
長
の
交
流
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
：
担
当
委
員
会
に
繋
げ
ま
す
。

《
新
規
事
業
》

Ｑ
：
空
き
家
整
理
・
生
前
整
理
等
で

ま
だ
使
え
る
物
が
出
た
場
合
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
し
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
の

活
用
も
期
待
で
き
る
「
シ
ル
バ
ー
カ

フ
ェ
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
新
規
事
業
の
希
望
と
し
て
担
当

委
員
会
に
繋
げ
ま
す
。

《
講
習
会
》

Ｑ
：
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む

中
、
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
場
合
に

備
え
て
、
男
の
料
理
教
室
を
し
て
ほ

し
い
。
　

Ａ
：
シ
ル
バ
ー
で
は
、
就
業
に
結
び

付
く
よ
う
な
研
修
会
や
講
習
会
を
検

討
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
担
当
委
員

会
に
繋
げ
ま
す
。

《
就

　業
》

Ｑ
：
新
規
会
員
募
集
し
て
お
ら
れ
る

わ
り
に
は
仕
事
の
紹
介
が
な
い
。
選

べ
る
仕
事
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
事
務
局
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
に

就
業
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
新
規
就
業
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
：
一
月
の
豪
雪
時
の
除
雪
作
業

は
、
道
路
状
況
が
わ
か
ら
な
い
早
朝

の
出
動
で
大
変
だ
っ
た
。
急
な
大
雪

の
時
の
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
今
回
の
よ
う
な
状
況
も
想
定

し
、
発
注
先
に
確
認
を
し
ま
す
。

《
安

　全
》

Ｑ
：
安
全
に
つ
い
て
、
就
業
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
れ
ば
仕
事

の
流
れ
が
わ
か
り
、
作
業
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
。
草
刈
に
は
コ
ツ
が
あ
っ

た
り
、
剪
定
・
雪
吊
り
は
無
理
を
し

な
い
等
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験
を
共
有

す
る
こ
と
も
大
切
。
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
な
作
業
の
仕
方
も
あ
る
の
で

参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
：
担
当
委
員
会
に
お
い
て
、
安
全

対
策
の
参
考
に
し
ま
す
。

《
そ
の
他
の
ご
意
見
》

意
見
：
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
と

て
も
楽
し
く
働
か
せ
て
頂
き
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
と
し

て
過
ご
し
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済

活
動
や
労
働
環
境
へ
の
影
響
が
続
い

て
お
り
、
回
復
は
依
然
と
し
て
見
通

せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、

雇
用
面
で
は
本
年
四
月
か
ら
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、

事
業
主
に
七
十
歳
ま
で
の
就
業
機
会

確
保
の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
制

度
化
に
続
き
、
今
回
の
法
改
正
は
シ

ル
バ
ー
の
会
員
確
保
に
少
な
か
ら
ず

影
響
の
及
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
働
き
方
改
革
の
推
進
や
生
活
様

式
の
多
様
化
な
ど
、
社
会
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
に
地
域
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
と
地

域
社
会
の
期
待
は
一
層
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
そ
れ
ら
に
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
セ
ン

タ
ー
の
将
来
を
見
据
え
、
持
続
可
能

な
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

重
要
な
年
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
視

点
も
加
え
な
が
ら
、
直
面
す
る
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
一
に
、
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
掲
げ
、
シ
ル

バ
ー
の
強
み
を
前
面
に
押
し
出
し
た

Ｐ
Ｒ
の
強
化
と
多
様
な
入
会
機
会
を

設
定
し
、「
入
っ
て
み
た
い
シ
ル

バ
ー
」
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
就

業
が
困
難
で
も
会
員
と
し
て
活
動
に

参
加
で
き
る
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を

新
設
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図

り
、「
入
っ
て
楽
し
い
シ
ル
バ
ー
」
を

目
指
し
ま
す
。
未
就
業
会
員
に
対
す

る
き
め
細
や
か
な
対
応
や
、
会
員
の

要
望
も
取
り
入
れ
た
新
た
な
事
業
の

開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
高
齢
化
対
策
、

空
き
家
対
策
な
ど
、
国
や
市
の
施
策

に
対
応
し
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
安
全
・
適
正
就
業
対
策

の
推
進
を
図
り
、
会
員
の
安
全
並
び

に
発
注
者
の
安
心
と
信
頼
が
高
ま
る

よ
う
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
重
点
施
策
も
含
め
、

第
二
次
中
長
期
計
画
「
前
期
年
度
計

画
」
及
び
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
面
と
運
営
面
の

両
面
か
ら
着
実
に
成
果
が
上
が
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
　
会
員
の
拡
大

　
セ
ン
タ
ー
の
存
在
や
意
義
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
媒
体
と
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
、
会
員
・

役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
会
員
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。
　

　
二
　
就
業
機
会
の
拡
大
　

　
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
会
員
の
希
望
と
能
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
就
業
の
開
拓
と
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
三
　
就
業
能
力
の
向
上

　
受
注
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め

の
講
習
会
を
行
う
と
と
も
に
、
接
遇

研
修
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
会
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
四
　
安
全
就
業
対
策
の
推
進

　
安
全
対
策
の
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
就
業
中
や
就
業
途
上
に
お
け

る
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
五
　
適
正
就
業
対
策
の
推
進

　
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
に
基

づ
く
適
正
な
就
業
形
態
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
令
遵
守
（
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）、
公
益
性
・
公

平
性
に
よ
る
適
正
就
業
の
周
知
徹
底

を
図
り
ま
す
。

　
六
　
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と
組

　
　
　
織
の
活
性
化

　
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
会
員
に
よ
る
自
主
的
運
営
と

組
織
の
帰
属
意
識
が
高
ま
る
よ
う
、

組
織
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
七
　
指
定
管
理
受
託
施
設
の
適
正

管
理

　
八
　
効
率
的
な
組
織
運
営
と
財
政
基

盤
の
安
定
化

　
第
四
次
運
営
改
革
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
効
率
的
な
組
織
運

営
と
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
り
ま

す
。 

　
九
　
事
務
局
体
制
の
整
備
・
充
実

　
発
注
者
や
会
員
の
満
足
度
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
的
確

に
業
務
を
遂
行
し
、
信
頼
と
安
心
で

き
る
事
務
局
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

事
業
計
画

令
和
三
年
度

Ⅰ
　
基
本
方
針

Ⅱ
　
重
点
施
策

令
和
三
年
度
収
支
予
算
（
抜
粋
）

令
和
三
年
度
収
支
予
算
（
抜
粋
）

【収入の部】 （単位：千円）

受託事業収益 296,100 298,631 △ 2,531
労働者派遣事業等受託収益 7,100 7,100 0
職業紹介事業受託収益 30 30 0
介護予防・日常生活支援総合事業収益 160 40 120
受取会費 2,811 2,754 57
受取補助金 36,658 36,658 0
受取負担金 600 665 △ 65
特定資産運用益 20 20 0
雑収益 121 153 △ 32
経常収益計 343,600 346,051 △ 2,451

科　　目 予 算 額 前年度予算額 増　　減

【支出の部】 （単位：千円）

事業費 335,043 334,951 92
管理費 9,557 11,100 △ 1,543
経常費用計 344,600 346,051 △ 1,451

科　　目 予 算 額 前年度予算額 増　　減

　昨
年
度
に
会
員
の
皆
様
よ
り
書
面

で
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ル
バ
ー
事
業

や
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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今
年
度
も
技
術
と
安
全
意
識
向
上
の

た
め
の
講
習
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前
・
午
後

　
　
福
野
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　
五
月
二
十
七
日
（
木
）
午
前

　
　
平
　
春
光
荘

　
六
月
七
日
（
月
）
午
前
・
午
後

　
　
城
端
連
絡
所

　
傷
害
事
故
は
前
年
度
よ
り
大
幅

に
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
蜂
刺
さ

れ
（
前
年
度
七
件
）
に
よ
る
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
賠
償
事
故
は
前
年
度
よ
り
二
件

減
少
し
ま
し
た
。
特
に
草
刈
作
業

時
の
事
故
件
数
が
七
件
か
ら
三
件

に
減
少
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
続
き
安
全
意
識
と

技
術
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
会

員
と
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
安
全

目
標
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

班
長
交
代
に
つ
い
て

班
長
交
代
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
く
だ
さ
い

加
入
奨
励
促
進
事
業
強
化
月
間

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
く
だ
さ
い

加
入
奨
励
促
進
事
業
強
化
月
間

会
員
研
修
の
ご
案
内

会
員
研
修
の
ご
案
内

令和２年度事故発生状況
☆
令
和
三
年
度
安
全
目
標
☆

賠
償
事
故
発
生
件
数
　八
件
以
内

傷
害
事
故
発
生
件
数
　五
件
以
内

昨年度はじめて開催した
「スマホ講習会」。熱気あ
ふれる講習会でした。

令和 2年度発生事故件数

傷  害 6 件 12 件 △6件

賠  償 10 件 12 件 △2件

合  計 16 件 24 件 △8件

シルバー保険
【傷害保険】　就業中に身体的傷害を受けた場合
◇補償内容◇
　入院の場合 3,000 円 /1 日　入院日数は 180 日を限界とする。
　通院治療の場合　2,000 円 /1 日　期間 180 日　通院日数 90日を限度とする。
　（接骨院については減額される場合があります。）
　死亡の場合　事故の日から 180 日以内に死亡したとき。最高 900 万円
　後遺障害の場合　事故の日から 180 日以内に後遺障害が生じたときは、程度による。

【賠償事故】就業中、誤って他人に身体的傷害（死亡・ケガ）を負わせたり、他人の財物に
損害を与えた場合が保険の対象になります。
◇補償内容◇
　身体賠償 1名 3,000 万円 /1 事故 1億円まで・対物 1事故 1,000 万円まで

【熱中症見舞金制度】
　会員がセンターから提供された仕事に従事中、または就業場所への行き帰りにおいて、医師の判断により
熱中症と判断され、死亡または入院通院した場合に見舞金をお支払いする制度です。
◇補償内容◇
　死亡見舞金　100,000 円
　入院見舞金　  50,000 円（2泊 3日以上）または 30,000 円（1泊 2日）
　通院加療（日帰り入院を含む）見舞金　5,000 円（通院日数に関係なく一律）
　※自動車などによる事故は保険対象外です。（ご加入の自動車保険で対応お願いします。）
　　ケガや事故などが発生した場合、必ずセンターにご連絡ください。

事
務
局
だ
よ
り

　
当
日
は
、「
げ
ん
き
南
砺
」
と
と

も
に
お
配
り
し
た
議
案
書
を
持
参
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
検
温
と
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
体
調
不
良

の
場
合
は
、
総
会
へ
の
出
席
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
本
年
度
は
班
長
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
班

長
の
一
部
で
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
地
区
班
長
】

　
利
賀
地
域
　
　
　
須
河
　
幸
信

【
職
群
班
長
】

　
井
波
草
刈
一
班
　
横
井
　
　
諭

　
福
光
草
刈
二
班
　
杉
本
　
秀
則
　

　
総
会
終
了
後
に
講
演
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
　時
　令
和
三
年
六
月
三
日（
木
）

　
　
　
　午
後
二
時
よ
り

場
　所
　南
砺
市
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「ヘ
リ
オ
ス
」（
南
砺
市
や
か
た
一
〇
〇
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
研
修
先
に
つ
き
ま
し
て
は
決
定
次

第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
加
入
奨
励
促

進
事
業
に
よ
り
毎
年
三
十
名
前
後
の

方
に
入
会
頂
い
て
い
ま
す
。
　

　
今
年
度
は
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
令
和
三
年
六
月
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
を
事
業
強
化

月
間
と
し
、
期
間
中
に
紹
介
の
お
知

り
合
い
が
入
会
し
た
場
合
、
紹
介
会

員
に
商
品
券
＋
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
や
お

知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
い

た
だ
き
事
業
推
進
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　時
　令
和
三
年
十
月
七
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
　十
月
八
日（
金
）一
泊
二
日

参
加
費
　二
万
五
千
円

出
前
入
会
説
明
会

出
前
入
会
説
明
会

日
　時
　令
和
三
年
七
月
九
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
十
時
か
ら

場
　所
　井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　第
一
研
修
室

五
月
二
十
日（
木
）・
六
月
十
八
日（
金
）

七
月
二
十
日（
火
）・
八
月
二
十
日（
金
）

場
　所
　福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　プ
ラ
ザ
研
修
室

時
　間
　午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会場「ヘリオス」地図

入
会
説
明
会
日
程

　去
る
四
月
十
三
日（
火
）に
、
井

波
・
高
瀬
神
社
に
お
い
て
安
全
祈

願
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

代
表
者
の
み
の
参
加
と
し
開
催
し

ま
し
た
。

　宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の

後
、
長
尾
益
勇
理
事
長
、
野
原
勝

二
安
全
・
適
正
就
業
委
員
長
が
玉

串
を
奉
納
し
、
無
事
故
を
祈
願
し

ま
し
た
。

無
事
故
を
願
っ
て

　
　
　安
全
祈
願
祭

安
全
だ
よ
り

令
和
三
年
度

　独
自
講
習
会
の
案
内

昨年度はじめて開
催した「スマホ講
習会」。熱気あふれ
る講習会でした。

昨年度はじめて開
催した「スマホ講
習会」。熱気あふれ
る講習会でした。

R2 R 元 増減

　会員の皆さんは、発注者やセンターとの間に雇用関係がな
いため、就業中のケガは労災保険の適用がありません。しかし、
万一事故が起こった場合に備えて、センターではシルバー保
険に加入しています。について

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
会

　
五
月
二
十
六
日
（
水
）

　
　
午
前
：
ス
マ
ホ
入
門
コ
ー
ス

　
　
午
後
：
ス
マ
ホ
活
用
コ
ー
ス

ス
マ
ホ
講
習
会

　
六
月
中
旬
　
南
砺
市
園
芸
植
物
園

　
日
程
は
決
定
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
ん
な
講
習
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

剪
定
講
習
会

講
　師
　生
前
整
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　浮
田
美
紀
子
氏

演
　題
　「片
付
け
か
ら
始
め
る
、

　
　
　
　
　
　あ
っ
た
か
い
生
前
整
理
」
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十
名
前
後
の

方
に
入
会
頂
い
て
い
ま
す
。
　

　
今
年
度
は
会
員
数
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
令
和
三
年
六
月
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
を
事
業
強
化

月
間
と
し
、
期
間
中
に
紹
介
の
お
知

り
合
い
が
入
会
し
た
場
合
、
紹
介
会

員
に
商
品
券
＋
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
や
お

知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声
掛
け
い

た
だ
き
事
業
推
進
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　時
　令
和
三
年
十
月
七
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
　十
月
八
日（
金
）一
泊
二
日

参
加
費
　二
万
五
千
円

出
前
入
会
説
明
会

出
前
入
会
説
明
会

日
　時
　令
和
三
年
七
月
九
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
十
時
か
ら

場
　所
　井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　第
一
研
修
室

五
月
二
十
日（
木
）・
六
月
十
八
日（
金
）

七
月
二
十
日（
火
）・
八
月
二
十
日（
金
）

場
　所
　福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　プ
ラ
ザ
研
修
室

時
　間
　午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会場「ヘリオス」地図

入
会
説
明
会
日
程

　去
る
四
月
十
三
日（
火
）に
、
井

波
・
高
瀬
神
社
に
お
い
て
安
全
祈

願
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

代
表
者
の
み
の
参
加
と
し
開
催
し

ま
し
た
。

　宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の

後
、
長
尾
益
勇
理
事
長
、
野
原
勝

二
安
全
・
適
正
就
業
委
員
長
が
玉

串
を
奉
納
し
、
無
事
故
を
祈
願
し

ま
し
た
。

無
事
故
を
願
っ
て

　
　
　安
全
祈
願
祭

安
全
だ
よ
り

令
和
三
年
度

　独
自
講
習
会
の
案
内

昨年度はじめて開
催した「スマホ講
習会」。熱気あふれ
る講習会でした。

昨年度はじめて開
催した「スマホ講
習会」。熱気あふれ
る講習会でした。

R2 R 元 増減

　会員の皆さんは、発注者やセンターとの間に雇用関係がな
いため、就業中のケガは労災保険の適用がありません。しかし、
万一事故が起こった場合に備えて、センターではシルバー保
険に加入しています。について

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

刈
払
機
取
扱
安
全
講
習
会

　
五
月
二
十
六
日
（
水
）

　
　
午
前
：
ス
マ
ホ
入
門
コ
ー
ス

　
　
午
後
：
ス
マ
ホ
活
用
コ
ー
ス

ス
マ
ホ
講
習
会

　
六
月
中
旬
　
南
砺
市
園
芸
植
物
園

　
日
程
は
決
定
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
ん
な
講
習
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

剪
定
講
習
会

講
　師
　生
前
整
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　浮
田
美
紀
子
氏

演
　題
　「片
付
け
か
ら
始
め
る
、

　
　
　
　
　
　あ
っ
た
か
い
生
前
整
理
」
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　平
成
十
九
年
五
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、

今
号
で
五
十
号
と
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
発
行
五
十
回
を
記
念
し
て
、「
み

ん
な
の
広
場

　特
別
版
」
と
し
て
職
群
班
の
班

長
と
今
冬
大
活
躍
の
除
雪
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

に
左
記
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
障
子
・
襖
・
網
戸
張
替

②
納
品
を
し
た
時
に
「
綺
麗
に
な
っ
た
」

と
喜
ば
れ
る
こ
と
。

③
二
階
か
ら
狭
い
階
段
を
下
り
る
と
き

途
中
に
物
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
っ

た
と
き
な
ど
は
苦
労
す
る
。

④
福
野
障
子
班
は
男
性
四
名
（
七
十
五

歳
以
上
が
三
名
）
で
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
三
階
や
四
階
か

ら
の
運
搬
は
大
変
で
す
が
四
名
で
仲

良
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

①主な作業内容
②就業を通じて嬉しかったこと
③就業において苦労すること
④班のＰＲをお願いします！

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

福
野
障
子
一
班

福
野
障
子
一
班池

田

　公
班
長

池
田

　公
班
長

井
波
草
刈
二
班

井
波
草
刈
二
班

岩
倉

　孫
寛
班
長

岩
倉

　孫
寛
班
長

①
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
作
業
等

　
作
業
前
の
打
合
せ
か
ら
作
業
後
の
片

付
け
ま
で
安
全
第
一
、
健
康
第
一
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

②
作
業
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。
ま

た
、
班
員
同
士
で
会
話
し
良
い
点
を

学
べ
る
こ
と
。

③
近
年
の
猛
暑
は
体
に
こ
た
え
る
。
思
う

よ
う
に
作
業
が
は
か
ど
ら
な
い
こ
と
。

④
屋
外
作
業
な
ど
で
体
力
に
自
信
の
あ

る
方
、
班
へ
の
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

福
野
植
木
一
班

福
野
植
木
一
班

宮
本

　君
夫
班
長

宮
本

　君
夫
班
長

大
浦

　静
夫
班
長

大
浦

　静
夫
班
長

①
家
庭
・
事
業
所
の
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や
換
気
扇
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
風
呂
場
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

②
家
の
中
、
事
業
所
内
の
皆
さ
ん
の
健

康
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
多
少
な
り
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
。

③
同
一
メ
ー
カ
ー
製
品
で
も
年
式
に
よ

り
仕
様
が
異
な
る
の
で
対
応
に
苦
労

し
ま
す
。

④
毎
日
が
勉
強
そ
し
て
向
上
心
を
持
っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
で

す
。
も
ち
ろ
ん
安
全
第
一
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

エ
ア
コ
ン
班

エ
ア
コ
ン
班神

田

　信
孝
班
長

神
田

　信
孝
班
長

①
剪
定
し
た
枝
葉
を
チ
ッ
プ
化
し
土
壌

改
良
材
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

②
信
頼
で
き
る
仲
間
が
で
き
た
こ
と

③
他
の
職
群
班
と
の
連
絡
調
整
と
人
手

不
足

④
植
木
班
の
皆
さ
ん
に
も
事
業
拡
大
の

た
め
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

品
質
向
上
の
た
め
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
土
壌
改

良
材
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

枝
葉
チ
ッ
プ
一
班

枝
葉
チ
ッ
プ
一
班

加
藤

　忠
悦
班
長

加
藤

　忠
悦
班
長

①
福
光
駅
の
ホ
ー
ム
の
除
雪
作
業

②
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
お
客
様
の
立

場
に
た
っ
た
作
業
が
出
来
た
時

③
大
雪
や
機
械
の
調
子
な
ど
で
作
業
区

域
が
全
て
で
き
な
か
っ
た
時
心
残
り

で
あ
る
。

④
早
朝
で
寒
い
中
の
作
業
と
安
全
第
一

の
作
業
、
事
前
講
習
を
受
講
し
た
会

員
が
作
業
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢

献
で
き
る
作
業
で
す
。

城
端
線 

福
光
駅
除
雪
チ
ー
ム

城
端
線 

福
光
駅
除
雪
チ
ー
ム

山
田

　政
寛
リ
ー
ダ
ー

山
田

　政
寛
リ
ー
ダ
ー

①
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
作
業
等
　

②
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
お
客
様
と

色
々
な
お
話
が
で
き
、
作
業
後
綺
麗

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
満
足
し
て
も
ら

え
る
こ
と
。

③
班
員
に
対
し
て
受
注
が
多
く
、
天
候

や
作
業
人
数
に
よ
っ
て
仕
事
の
進
捗

が
左
右
さ
れ
、
段
取
り
ど
お
り
作
業

が
進
ま
な
い
こ
と
。

④
福
光
植
木
班
に
入
る
た
め
の
条
件
に

は
、
経
験
や
軽
ト
ラ
の
所
有
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、
や
る

気
と
体
力
で
す
。
自
分
の
健
康
の
た

め
、
気
心
が
知
れ
家
族
の
よ
う
に
和

　
気
い
あ
い
と
仕
事
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
剪
定
の
受
注
は
、
尽
き
る
こ
と

は
な
く
増
え
る
一
方
で
す
。

福
光
植
木
二
班

福
光
植
木
二
班才川

　茂
班
長

才
川

　茂
班
長

①
草
刈
作
業
、
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
等

②
仕
事
の
出
来
映
え
が
良
く
、
内
容
を

認
め
て
も
ら
え
た
と
き
。

　
昨
年
度
は
無
事
故
を
達
成
で
き
た
こ

と
。

③
仕
事
が
輻
湊
し
た
と
き
の
段
取
り
と

天
候
に
苦
労
す
る
。

④
作
業
時
に
班
員
で
改
善
点
を
取
り
入

れ
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
作
業
し
て

い
ま
す
。

①
草
刈
・
剪
定
・
雪
吊
り
等

②
受
注
し
た
作
業
が
、
班
員
の
協
力
で
一
件
一

件
こ
な
せ
て
い
け
る
こ
と
。

③
作
業
の
日
程
調
整
及
び
就
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
段
取
り
に
苦
労
す
る
。

④
外
仕
事
な
の
で
、
天
候
の
よ
い
日
は
気
持
ち

よ
く
作
業
が
で
き
る
。
ま
た
、「
い
い
仕
事

を
し
て
あ
り
ま
す
ね
。」
と
言
わ
れ
る
と
や

り
が
い
に
も
な
る
。

城
端
植
木
二
班

城
端
植
木
二
班
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　平
成
十
九
年
五
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、

今
号
で
五
十
号
と
な
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
発
行
五
十
回
を
記
念
し
て
、「
み

ん
な
の
広
場

　特
別
版
」
と
し
て
職
群
班
の
班

長
と
今
冬
大
活
躍
の
除
雪
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

に
左
記
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
障
子
・
襖
・
網
戸
張
替

②
納
品
を
し
た
時
に
「
綺
麗
に
な
っ
た
」

と
喜
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れ
る
こ
と
。

③
二
階
か
ら
狭
い
階
段
を
下
り
る
と
き

途
中
に
物
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
っ

た
と
き
な
ど
は
苦
労
す
る
。

④
福
野
障
子
班
は
男
性
四
名
（
七
十
五

歳
以
上
が
三
名
）
で
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
三
階
や
四
階
か

ら
の
運
搬
は
大
変
で
す
が
四
名
で
仲

良
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

①主な作業内容
②就業を通じて嬉しかったこと
③就業において苦労すること
④班のＰＲをお願いします！

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

福
野
障
子
一
班

福
野
障
子
一
班池

田

　公
班
長

池
田

　公
班
長

井
波
草
刈
二
班

井
波
草
刈
二
班

岩
倉

　孫
寛
班
長

岩
倉

　孫
寛
班
長

①
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
作
業
等

　
作
業
前
の
打
合
せ
か
ら
作
業
後
の
片

付
け
ま
で
安
全
第
一
、
健
康
第
一
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

②
作
業
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。
ま

た
、
班
員
同
士
で
会
話
し
良
い
点
を

学
べ
る
こ
と
。

③
近
年
の
猛
暑
は
体
に
こ
た
え
る
。
思
う

よ
う
に
作
業
が
は
か
ど
ら
な
い
こ
と
。

④
屋
外
作
業
な
ど
で
体
力
に
自
信
の
あ

る
方
、
班
へ
の
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

福
野
植
木
一
班

福
野
植
木
一
班

宮
本

　君
夫
班
長

宮
本

　君
夫
班
長

大
浦

　静
夫
班
長

大
浦

　静
夫
班
長

①
家
庭
・
事
業
所
の
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や
換
気
扇
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
風
呂
場
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

②
家
の
中
、
事
業
所
内
の
皆
さ
ん
の
健

康
、Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
多
少
な
り
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
。

③
同
一
メ
ー
カ
ー
製
品
で
も
年
式
に
よ

り
仕
様
が
異
な
る
の
で
対
応
に
苦
労

し
ま
す
。

④
毎
日
が
勉
強
そ
し
て
向
上
心
を
持
っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
で

す
。
も
ち
ろ
ん
安
全
第
一
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

エ
ア
コ
ン
班

エ
ア
コ
ン
班神

田

　信
孝
班
長

神
田

　信
孝
班
長

①
剪
定
し
た
枝
葉
を
チ
ッ
プ
化
し
土
壌

改
良
材
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

②
信
頼
で
き
る
仲
間
が
で
き
た
こ
と

③
他
の
職
群
班
と
の
連
絡
調
整
と
人
手

不
足

④
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班
の
皆
さ
ん
に
も
事
業
拡
大
の

た
め
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

品
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向
上
の
た
め
試
行
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誤
を
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て
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ま
す
の
で
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ぜ
ひ
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度
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改

良
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を
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し
く
だ
さ
い
。

枝
葉
チ
ッ
プ
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班

枝
葉
チ
ッ
プ
一
班

加
藤
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悦
班
長

加
藤

　忠
悦
班
長

①
福
光
駅
の
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ム
の
除
雪
作
業

②
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
お
客
様
の
立

場
に
た
っ
た
作
業
が
出
来
た
時

③
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雪
や
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械
の
調
子
な
ど
で
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業
区

域
が
全
て
で
き
な
か
っ
た
時
心
残
り

で
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る
。

④
早
朝
で
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い
中
の
作
業
と
安
全
第
一

の
作
業
、
事
前
講
習
を
受
講
し
た
会

員
が
作
業
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢

献
で
き
る
作
業
で
す
。

城
端
線 

福
光
駅
除
雪
チ
ー
ム

城
端
線 

福
光
駅
除
雪
チ
ー
ム

山
田

　政
寛
リ
ー
ダ
ー

山
田

　政
寛
リ
ー
ダ
ー

①
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
作
業
等
　

②
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
お
客
様
と

色
々
な
お
話
が
で
き
、
作
業
後
綺
麗

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
満
足
し
て
も
ら

え
る
こ
と
。

③
班
員
に
対
し
て
受
注
が
多
く
、
天
候

や
作
業
人
数
に
よ
っ
て
仕
事
の
進
捗

が
左
右
さ
れ
、
段
取
り
ど
お
り
作
業

が
進
ま
な
い
こ
と
。

④
福
光
植
木
班
に
入
る
た
め
の
条
件
に

は
、
経
験
や
軽
ト
ラ
の
所
有
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、
や
る

気
と
体
力
で
す
。
自
分
の
健
康
の
た

め
、
気
心
が
知
れ
家
族
の
よ
う
に
和

　
気
い
あ
い
と
仕
事
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
剪
定
の
受
注
は
、
尽
き
る
こ
と

は
な
く
増
え
る
一
方
で
す
。

福
光
植
木
二
班

福
光
植
木
二
班才川

　茂
班
長

才
川

　茂
班
長

①
草
刈
作
業
、
剪
定
作
業
、
雪
吊
り
等

②
仕
事
の
出
来
映
え
が
良
く
、
内
容
を

認
め
て
も
ら
え
た
と
き
。

　
昨
年
度
は
無
事
故
を
達
成
で
き
た
こ

と
。

③
仕
事
が
輻
湊
し
た
と
き
の
段
取
り
と

天
候
に
苦
労
す
る
。

④
作
業
時
に
班
員
で
改
善
点
を
取
り
入

れ
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
く
作
業
し
て

い
ま
す
。

①
草
刈
・
剪
定
・
雪
吊
り
等

②
受
注
し
た
作
業
が
、
班
員
の
協
力
で
一
件
一

件
こ
な
せ
て
い
け
る
こ
と
。

③
作
業
の
日
程
調
整
及
び
就
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
段
取
り
に
苦
労
す
る
。

④
外
仕
事
な
の
で
、
天
候
の
よ
い
日
は
気
持
ち

よ
く
作
業
が
で
き
る
。
ま
た
、「
い
い
仕
事

を
し
て
あ
り
ま
す
ね
。」
と
言
わ
れ
る
と
や

り
が
い
に
も
な
る
。

城
端
植
木
二
班

城
端
植
木
二
班
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南砺市シルバー人材センター

　
今
冬
は
、
近
年
に
な
い
大
雪
に

見
舞
わ
れ
除
雪
や
屋
根
雪
降
ろ

し
に
大
変
な
労
力
を
費
や
し
ま

し
た
。
待
ち
わ
び
た
春
の
訪
れ
と

共
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
順
次
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
供
給
量
に
不

確
定
要
素
が
多
く
、
全
体
量
確

保
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
基
本
的
な
感

染
対
策
の
徹
底
を
お
互
い
実
行

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
年
以
上
に
も
及
ぶ
不
自
由

な
生
活
か
ら
一
刻
も
早
く
脱
却

し
、
普
通
の
生
活
に
戻
れ
た
時
を

思
う
こ
と
で
、
日
々
の
就
労
の
活

力
と
し
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｍ
記
）

編
　集
　後
　記

　
四
月
分
　
五
月
二
十
日
（
木
）

　
五
月
分
　
六
月
十
八
日
（
金
）

　
六
月
分
　
七
月
二
十
日
（
火
）

　
七
月
分
　
八
月
二
十
日
（
金
）

　
当
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
は
三
千
五

百
円
で
す
。
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会

員
の
方
に
つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五

月
支
払
い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。
四
月
に
未
就
業
の
場
合

や
、
五
月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千

五
百
円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は

納
入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
年
に
一
度
の
健
康
診

断
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
病
気
が
進
行
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
野
の
花
の
ひ
と
つ
、

「
レ
ン
ゲ
」。
レ
ン
ゲ
は
農
耕
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
花
で
す
。
レ
ン
ゲ
の
根
に
は
根
粒
バ
ク
テ
リ
ア

が
共
生
し
て
、
空
中
の
窒
素
を
固
定
し
て
た
く
わ
え
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
畑
地
の
地
力
増
進
や
養
蜂
の
蜜
源
と
し

て
、
あ
る
い
は
農
村
の
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、

レ
ン
ゲ
畑
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
撮
影
　
広
報
班
　
水
口
　
聡
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

配
分
金
振
込
日

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
　

　
事
務
局
長
　
　
　
叶
山
　
勝
之

　
事
務
局
次
長
　
　
柴
田
恵
美
子

　
業
務
課
長
　
　
　
野
村
麻
理
子

　
主
　
　
幹
　
　
　
岩
腰
　
茂
樹

　
業
務
係
長
　
　
　
西
川
　
功
紘

　
総
務
経
理
係
長
（
昇
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
依
子

事
務
局
紹
介

　
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
方
で
す
。

　井
波
地
域

　
　
嶋
田
　
守
雄
　
　
傍
田
　
一
秀

　
福
野
地
域

　
　
藤
田
　
昭
美
　
　
松
本
　
和
美

　
　
伊
藤
　
博
子

　
福
光
地
域
　

　
　
松
村
　
ひ
さ
　
　
木
下
三
枝
子

　
　
北
島
忠
治
郎
　
　
高
野
　
時
子

　
　
加
藤
　
正
二
　
　
斉
藤
　
雅
則

新
入
会
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

レンゲの地力増進 表
紙
の
写
真

臨
時
職
員

　
上
野
由
美
子 

　
龍
田
よ
し
え

　
中
嶋
　
秀
子

雇
用
サ
ポ
ー
ト

　
　
事
業
運
営
員

　
川
森
　
正
弘
　

　
荒
木
　
修
治

　
渋
谷
　
智
貴

　
池
村
　
幸
市（
新
任
）

　
西
村
　
光
雄（
新
任
）

　
以
上
の
職
員
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の

確
保･

提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
退
　
職
》

　
運
営
員
　
　
　
山
本
　
重
夫
　

　
運
営
員
　
　
　
塚
八
　
栄
治

　
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
と
も

セ
ン
タ
ー
事
業
に
対
し
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。


